
妊娠糖尿病とは？  
～もしあなたが糖代謝異常妊婦と出会ったら～ 

参加費無料 

日時：2017年3月4日（土）15:00～17:00 
 

場所：金沢大学 鶴間キャンパス1号館1階 会議室（正面玄関前） 
   金沢市小立野5丁目11－80  ※人数により部屋の変更あり 

内容： 
 1.妊娠糖尿病の基礎知識  
 2.妊娠糖尿病妊婦のケアの実際  
 3.退院後の継続支援について 
 

 妊婦の様々な状態をフィジカルアセスメントして（つわりの出現、血糖値の
上昇、切迫早産入院など）糖尿病妊婦や医療者が抱く疑問について、実際の事
例を用いてお話しいただきます。 
血糖測定はどのようなタイミングで開始をしたらよいのか？ 
血糖コントロールの目標値、悪阻時の食事、分割食の必要性、 
インスリン注射の種類と使用方法、リトドリン塩酸塩持続点滴中の血糖の変化
等、基礎知識からケアの実際まで、最新の情報も含めながら、明日の実践力
アップに自信をもてる御講演です。 
 

対象：助産師、看護師、保健師、助産学生、看護学生、 医療関係者、 
   興味のある方 
 
申込方法：2月27日（月）までに下記のＦＡＸもしくはメールで、 
     参加者のお名前とご所属、連絡先をお知らせ下さい。 

    

講師： 福井 トシ子 氏  (公益社団法人 日本看護協会 常任理事） 
 
 助産師、経営情報学修士（ＭＢＡ）、保健医療学博士（Ｐｈ．Ｄ） 
 東京女子医科大学病院（母子総合医療センター、糖尿病センター）、杏林大学医学部付属病院
（総合周産期母子医療センター師長、看護部長）を経て、2010年７月より現職。  
 著書：妊娠と糖尿病のケア学: 基礎知識・ケアの実際・チーム医療, 糖尿病妊婦の周産期ケア   
    ―女性のライフサイクルを通じた支援, 臨床助産テキスト1～4巻、等 多数 

●お問い合せ・申し込み● 

参加希望の方は、ご氏名・ご所属を下記のアドレスまで
お知らせください。 
■島田 啓子 、田淵紀子 （金沢大学助産学研究室）  
  電話＆ FAX: 076-265-2557 

  E-mail: kshimada@staff.kanazawa-u.ac.jp 

本研修は、＜助産実践能力習熟段階（クリニカルラダー）レベルⅢ 必須研修  
フィジカルアセスメント代謝＞として申請可能です。 
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